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は じ め に

中晩生 カ ン キ ツ (以下， 中晩柑 と 略称) と は ， 1 月以降

に成熟期 を迎 え る カ ン キ ツ 類の総称で， 50 品種以上が経

済栽培されて い る 。 そ の栽培面積は ， 41 ， 300 h a  (平成 3

年現在) で， ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン (7 8 ， 300 h a) ， リ ン ゴ

(53 ， 400 h a)に 次ぐ主要 な 果樹 と な っ て い る 。 主 な栽培地

域 は ， 九州， 四 国 及 び和歌 山 県 等 の 温暖 な 地域 で あ る

が， ユズ等一部 の 品 種 は ， 南東北， 北関東で も 栽培され

て い る 。

中晩柑類の栽培面積は， ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン か ら の 品種

更新 に伴い増加 し ， 1 9 8 0 年代 前半 に か け て ピ ー ク と な っ

た 。 そ の後， 消費 者 ニー ズ の 変化， オ レ ン ジ果実 ・ 果汁

の輸入 自 由化の影響 を 受 け ， 需要量が減少 し ， 栽培面積

及び生産量 も 年々 減少 し つ つ あ る (表一1)。 こ の た め ， 生

産地で は ， 消費 者ニー ズ に こ た え る た め ， 品種の更新や

栽培方法 の転換が積極的 に 行わ れて い る 。

本稿で は ， 品種更新時 に 問題 と な る 害虫 を 中心 に ， 主

要害虫 の生態及び防除の問題点 に つ い て と り ま と め た 。

I 品種更新 に伴 う 害虫防除の問題点

中晩柑類の 中 心 は ， い よ か ん ・ 甘夏 ・ は っ さ く ・ ネー

ブル オ レ ン ジ の 4 種類 で あ り ， 栽培面積の 70%以上 を 占

め て い る 。 こ れ ら の 品 種 は ， 中 晩柑類の 消費 低迷の影響

を 最 も 強 く 受 け ， よ り 品質 の高い清見 ・ 不知火等の新品

種あ る い は希少価値の あ る 河内晩柑 ・ カ ボ ス 等 の地域特

産品種への更新が行わ れて い る 。 中晩柑類 は ， 更新か ら

収穫 を 開始す る ま で に 数年の期聞が必要であ る 。 ま た ，

経営を安定させ る た め に 必要 な収量 を 確保す る た め に は

さ ら に 数年間 を 必要 と す る 。 こ の た め ， 新檎 を 病害虫か

ら 保護す る こ と で樹冠 の拡大 を 図 り ， 短期間 で成木な み

の収量 を確保 す る 必要があ る 。

新梢 を加害す る 害虫 と し て は， ミ カ ン ハ モ グ リ ガ， ア

ブ ラ ム シ類， ア ゲ ハ類及びハ マ キ ム シ類等があ るが， こ

の う ち 重要 と され る の は ， ミ カ ン ハ モ グ リ ガ及 び ア ブ ラ

ム シ類であ る 。

1 ミ カ ン ハ モ グ リ ガ

ミ カ ン ハ モ グ リ ガ は ， カ ン キ ツ 類 の 新梢， 新葉 など軟

ら かい組織 に 食入， 加害す る 害虫 で あ る 。 加害された葉

や 新梢 は ， 変形 あ る い は 萎縮 し ， そ の 生育が阻害され

る 。 ま た ， 幼虫の食入部分 は傷 と し て 残 り ， 中 晩柑類 の

重要病害で あ る か い よ う 病の侵入門戸 と な る 。 さ ら に ，

そ れ ら の病斑 は重要な二次感染源 と な る た め ， 更新園 だ

け で な く 成木園 に お い て も 重要 な 害虫 と な っ て い る 。

本種の越冬 に つ い て は 不明 な 点 も 多 い が， 温暖 な 地帯

では休眠せ ず成虫 あ る い は 嫡 で越冬す る と 考 え ら れて い

る 。 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を 用 い た 調 査 に よ る と ， 越冬世

代が2 月中旬�4 月中旬 ま でだ ら だ ら と 発生 し ， 第一世

代が 5 月上旬か ら ， 第二世代が 6 月上旬か ら 発生 す る 。

ま た ， 発生量 は第二世代 か ら 急速 に高ま り ， 1l�12 月 に

終息す る (氏家， 1990 : 楢原 ・ 甲 斐， 1991) 。 世代数 は静

岡 で 5 世代 ( 吉 田 ・ 竹井 ， 1964)， 和歌 山 で 7 世代 ( 栗

崎， 1920)， 高知で 7� 8 世代 ( 川 村， 1976) ， 宮崎で 9�

10 世代 ( 山本， 196 8 ) と ， 温暖 な 地域で多 く ， 発生量 も

多 い傾向がみ ら れ る 。

カ ン キ ツ類の春檎は， 4�5 月 に 伸長す る た め ， ミ カ ン

ハ モ グ リ ガ の 主 な発生時期 と は重 な ら ず， 防除の必要 は

な い。 し か し ， 6 月以降に伸長す る 夏秋梢 は ， 本種の 多 発

表 - 1 中晩柑類の栽培面積の推移 (単位 : ha) 

よ之 昭和 35 40 45 50 55 60 平成元 2 3 

な つ み か ん 1 0 ， 100 1 5 ， 000 18 ， 100 16 ， 300 15 ， 600 12 ， 800 9 ， 100 8 ， 190 7 ， 460 

ネ ー プ ル 638 715 797 1 ， 1 10 3 ， 800 5 ， 020 4 ， 080 3 ， 790 3 ， 540 

は っ さ く 4 ， 860 6 ， 960 9 ， 420 9 ， 680 6 ， 920 6 ， 300 5 ， 700 

い よ か ん 1 ， 130 2 ， 120 7 ， 670 12 ， 300 12 ， 600 12 ， 400 12 ， 100 

そ の 他 4 ， 690 8 ， 070 5 ， 810 7 ， 420 8 ， 810 1 0 ， 700 1 1 ， 700 12 ， 100 12 ， 500 

d口b民 計 1 5 ， 400 23 ， 800 30 ， 700 33 ， 900 45 ， 300 49 ， 900 44 ， 400 42 ， 780 4 1 ， 300 
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時期 と 重 な る た め ， そ の 防除 は不可欠で あ る 。 ま た ， 薬

剤散布後， 新た に 伸長あ る い は展葉 し た部分に は薬剤が

付着 し て い な い た め ， 新梢が伸長す る 期間 (1�2 か 月

間) は， 7�10 日 間 隔 で散布す る 必要があ る 。 こ の た め ，

ミ カ ン ハ モ グ リ ガ を対象 と し た 防除 回 数 は 多 く ， カ ン キ

ツ 宏加害す る 鱗麹 目 害虫 の 中 で最 も 抵抗性が発達 し や す

い種類 と な っ て い る 。

1970 年代後半， ミ カ ン ハ モ グ リ ガ の PMP 水和剤及び

硫酸ニ コ チ ン 剤 に対す る 抵抗性が発達 し た た め ， 19 8 3 年

以降， 合成ピ レ ス ロ イ ド 剤 を利 用 し た 防除が行わ れて き

剤感受性 を検定 し た 場合， 各種薬剤 に 対 す る 感受性が圃

場 ご と に 異 な る 場合が多い (早田 ・ 大久保， 1991 ; 山 田

ら ， 1992)。 こ れ は ， 個体群内 に様々 な薬剤l感受d性 を 持 っ

た ク ロ ー ンが存在 し ， そ の構成比 に よ っ て 個体群 と し て

の薬剤感受性が決定 さ れ る た め と 考 え ら れ る 。 こ の こ と

は， 野外個体群の 薬剤感受性がカ ン キ ツ あ る い は ， 周 辺

の寄主 に お け る 防除薬剤 に よ っ て 変動 す る こ と を 示唆 し

てい る 。 今後 は ， カ ン キ ツ 類 と 他寄主聞 での移動， 複数

の寄主 に お け る 防除が個体群の薬剤感受性 に 及 ぽす影響

など を 明 ら か に し ， 総合的 な 防除対策 を 立 て る 必要があ

た 。 し か し ， 1991 年， 鹿児島 県 出 水市 で合成ピ レ ス ロ イ る 。

ド 剤 に対 し て感受性が著 し く 低下 し た 個体群が発生 し ，

現在， 鹿児島 ・ 熊本 ・ 長崎及 び佐賀各県へ と 分布が拡大

し てい る 。 た だ し ， 発生地域 の 中心部であ る 鹿児島県西

北部， 熊本県 ・ 長崎県南部等 で は ， 被害指数が 70 以上 と

高いの に 対 し ， 周辺部の佐賀県， 長崎県北部では20�40

と 低 く ， 地域差が認め ら れて い る 。 こ れ は ， 周 辺部では

感受性の高い個体群 と 低い個体群が混在 し て い る こ と や

感受性低下個体群の分布域が徐々 に 拡大 し てい る た め と

考 え ら れ る 。 PMP 水和剤抵抗性個体群が数年で全国 に

広が っ た の に比べ， そ の分布拡大 の速度 は遅いが， 今後

そ の発生 に は十分注意す る 必要があ る 。

合成ピ レ ス ロ イ ド 剤 に対す る 薬剤感受性が低下 し た 個

体群に 対 し て は ， そ れ ら の薬剤 と の 交差関係が認め ら れ

ていないキ チ ン合成阻害剤や イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 剤， ア ラ

ニ カ ル プ剤 な ど を使用 す る こ と に な る 。 こ の場合， 新た

な抵抗性問題 を起 こ さ ないた め に ， 作用性の異 な る 薬剤

を 輪用 す る 必要があ る 。 ま た ， 感受性個体群 に 対 しで も

抵抗性の発達 を 回避す る た め に ， 合成ピ レ ス ロ イ ド 剤 を

含む各種薬剤 の輪用 を 行 う 必要があ る 。

2 ア ブ ラ ム シ類

カ ン キ ツ 類 を加害す る ア ブ ラ ム シ類 と し て は ， 十数種

類が知 ら れてい るが， 発生の主体は， ワ タ ア ブ ラ ム シ ，

ユキヤナギア ブ ラ ム シ， ミ カ ン ク ロ ア ブ ラ ム シ の 3 種類

であ る 。 こ れ ら の種類 は ， 新梢あ る い は新葉 に寄生 し ，

葉の変形 あ る いは新梢の伸長阻害 の原因 と な る た め ， 品

種更新時の重要害虫 と な っ て い る 。

ア プ ラ ム シ類の防除 は ， 種類別 に行わ れ る こ と は ま れ

で， 同 時 に 実施 さ れ る のが一般的であ る 。 通常， 有機 リ

ン 剤や カ ーパ メ ー ト 剤， 合成ピ レ ス ロ イ ド 剤が使用 さ れ

ているが， 近年， こ れ ら の薬剤 に対 し て抵抗性 を 獲得 し

たワタ ア ブ ラ ム シが出現 し ， 問題 と な っ てい る 。

カ ン キ ツ 園 で発生す る ワ タ ア ブ ラ ム シ の 大部分 は， 不

完全生活環型で， 複数の寄主 の 聞 を頻繁 に移動 し て い る

と 考 え ら れ てい る 。 園場か ら 採集 し た 個体群 に対す る 薬

E 主要害虫の生態 と防除の問題点

中晩柑類で問題 と な る 害虫 は， 同 じ カ ン キ ツ 類 で あ る

ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン と 共通す る も のが多い。 し か し ， ミ ド

リ ヒメ ヨ コ パ イ 類や訪花性昆虫， チ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウ

マ 等， 被害 の発生程度や寄生性が異 な り ， 一括 し て取 り

扱 え ない も の も 多い。 こ こ で は ， 防除上重要 と さ れ る ，

ミ カ ン ハ ダ ニ ， チ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウ マ ， カ イ ガ ラ ム シ

類等 を取 り 上 げ る 。

1 ミ カ ン ハ ダニ

本種 は， 葉， 緑枝及び果実 か ら 細胞液 を吸汁 し ， そ の

食害痕 は 緑 白 色 カ ス リ 状の小斑点 と な る 。 葉 を 食害 さ れ

た 場合， 細胞液 と と も に葉緑素が吸汁 さ れ る た め ， 同化

量が減少 し (行徳 ら ， 19 8 5)， 樹の生育や果実品質へ影響

す る (森， 1974)。 一方， 果実 は 主 に 8 月 以 降 に 加害 さ

れ， 吸汁 さ れた 部分が 白 く 退色す る た め ， 商品価値が著

し く 損 なわ れ る 。

ミ カ ン ハ ダニ は 一年 を 通 じ発生がみ ら れ， 世代数 も 多

いた め ， 防除回数が最 も 多い害虫 と な っ て い る 。 ま た ，

抵抗性の発達 が早 く ， 1991 年以降 に 登録 さ れた ， ピ リ ダ

べ ン 剤， フ ェ ンピ ロ キ シ メ ー ト 剤， テ プ フ ェ ンピ ラ ド 剤

の効力低下が各地か ら 報告 さ れ てい る 。 現在， 抵抗性 あ

る いは感受性低下 に 関 す る 報告がない薬剤 は， マ シ ン 油

乳剤 を 含 め 数剤 に す ぎず， そ の 防除 は 困難な も の に な っ

て い る 。

ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン の大部分 は ， 9�12 月 に収穫 さ れ， 貯

蔵せ ず 出荷 さ れ てい る 。 一方， 中晩柑類 は ， 貯蔵庫 内 で

の追熟 あ る いは樹上での完熟 を 行い， 1�5 月 に 出荷 さ れ

る 。 つ ま り ， 中晩柑類 は ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン に比べ長期間

ミ カ ン ハ タ。ニ の 果実加害 を 受 け る と い う 特色 を も っ て い

る 。 特 に ， 貯蔵庫 内 に ミ カ ン ハ ダニが持 ち 込 ま れ た 場

合， 防除方法がな く ， 激 し い被害 を 招 く 場合が多い。 こ

の た め ， 中娩柑類 で は ， 薬 に 対 す る 被害 に 比べ， 果実被
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害が重要 と 考 え ら れ， 数少 ない薬剤 を有効 に利用 す る 場

合は， 果実加害が始 ま る 8 月 以降， 特 に収穫期 の 防除 に

重点、 を お く 必要があ る 。 ま た ， ミ カ ンハダ、ニ に は ， ケ シ

ノ 、 ネ カ ク シ類や カ ブ リ ダニ類等有効な天敵が多い こ と が

知 ら れて い る 。 抵抗性問題 を 回避 し ， ミ カ ンハダニ の 被

害 を軽減す る た め に は， 今 後， こ れ ら の天敵 を有効 に 利

用 す る 防除技術 あ る い は体系 を 構築 す る 必要 も あ る 。

2 チ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウ マ

チ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウ マ は ， 25 科 50 種の 広範囲 な植

物 に 寄生す る 広食性の害虫 で (村岡， 1988)， カ ン キ ツ 類

に おいて は 新檎及び果実 を加害す る 。 新梢 を加害 し た場

合， 新葉の奇形や伸長障害がみ ら れ るがその被害 は比較

的軽 く ， 主 に 果実被害が問題 と され る 。 加害時期 は， 6� 

10 月 で あ り ， 時期 に よ っ て 前期加害 と 後期加害 に 分 け ら

れ る 。 一般 に ， 6 月 上旬 �8 月 上旬 に み ら れ る 前期加害

は ， 主 に 果梗部 に ガ ク と 相似型 の ケ ロ イ ド 状 の 傷 を 生

じ ， 8 月 中旬�10 月 下旬 に み ら れ る 後期加害 は， 果側部

及 び果頂部 に 不整型 の 灰 白 色 ま た は 褐 色 の 傷 を 生 じ る

(多 々 良 ・ 古橋， 1992)。 た だ し ， 甘夏の 前期加害 は， ガ

ク と 非相似型の リ ン グ状の傷が二重， 三重 に 生 じ る 場合

が多いなど， 被害 に 品種間差がみ ら れ る (橋元， 1984)。

チ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウ マ は ， 黄色粘着 ト ラ ッ プや洗浄

法 ・ 見取 り 法 に よ っ て 発生消長を 把握す る こ とが可能で

あ る 。 ま た ， 要防除水準が策定されて お り ， こ れ ら の 方

法 を 用いて 防除要否 を判断 す る こ と も 可能 と な っ てい る

(大久保， 1989 : 多 々 良 ・ 古橋， 1992)。 本種 は， 発生期

聞が長 く ， 薬剤散布回数 も 多いた め ， こ れ ら の 方 法 を 活

用 し 防除回数の削減 を 図 る 必要があ る 。 た だ し ， 被害 あ

る い は寄生性 に 種間差が認め ら れ る 品種 に ついて は， 品

種 ご と に 被害解析 を 行い， 各品種 に 適 し た 防除体系， 要

防除水準 を新た に 策定 す る 必要があ る 。

3 カ イ ガ ラ ム シ類

カ ン キ ツ 類 の 重要害虫 で あ る ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ は，

中 国か ら 導入されたヤノ ネ キ イ ロ コ パ チ と ヤノ ネ ツヤ コ

パチの放飼， 定着， 分散 に よ っ てその被害が減少 し て い

る ( 西 野 ・ 高 木 ， 1981 : 橋 元 ら ， 1988 ; 大 久 保 ら ，

1988)。 しか し ， ヤノ ネ カ イ ガ ラ ム シ に 替わ り ， ア カ マ ル

カ イ ガ ラ ム シ ， ハ ラ ンナ ガ カ キ カ イ ガ ラ ム シ ， コ ナ カ イ

ガ ラ ム シ類の発生が一部で問題 と な り つ つ あ る 。 特 に ，

ア カ マ ル カ イ ガ ラ ム シ は ， かつ て 九州南部だ け に 分布 し

ていたが， 近年， 長崎， 熊本， 宮崎， 大分各県へ と 分布

を 広 げ， 長崎， 熊本両県 で は 主要 な カ イ ガ ラ ム シ と な り

つ つ あ る 。

カ イ ガ ラ ム シ類の防除 と し て は， 12 月 下旬� 1 月 中旬

に 実施す る 休眠期 の マ シ ン油乳剤の散布 と 幼虫発生期 に

行 う 有機 リ ン剤， IGR 剤， 夏期マ シ ン 油 の 散布があ る 。

冬期マ シ ン油乳剤の散布 は ， カ イ ガ ラ ム シ類全般 に 効果

が高い。 し か し ， 樹上で果実 を 成熟させ 1�3 月 に収穫 を

行 う 「完熟果実栽培jが普及 し てい る た め ， 本薬剤 の散

布 は 困難 で あ り ， 幼虫発生期の 防 除が重要 と な っ て い

る 。 カ イ ガ ラ ム シ類 に は有効な 天敵が多 く ， カ イ ガ ラ ム

シ類の密度 は， 通常 こ れ ら の 天敵 に よ っ て低 く 抑 え ら れ

てい る 。 ま た ， ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ に 対 し て導 入 し た 2 種

寄生蜂 を保護す る た め に も ， 天敵類へ の 悪影響が強い有

機 リ ン剤 の 散布 は 多発時 に 限定 し ， 悪影響 の 少 ない IGR

剤や マ シ ン 油乳剤 を 利用 す る 必要があ る 。
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人事消息
( 12 月 1 日 付)
加藤明治氏 ( 中 国農試企画連絡室長) は農業研究セ ン タ

一総合研究官 に
下田英雄氏 ( 九州 農試企画連絡室研究交流第 l 科長) は

農研究セ ン タ ー耕地利用部長に
木 下隆雄氏 (農研 セ ン タ ー耕地利用部長) は 中 国農試企

画連絡室長に
大野芳和氏 (農研 セ ン タ ー総合研究官) は退職

片 山勝之氏 ( 国 際 農林水産業研究 セ ン タ 一 環境 資 源部
付 ・ 派遣復帰) は 農研 セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト 研究チー
ム 主研 に ( プ ロ ジ ェ ク ト 研究第2 チーム )

藤津一郎氏 (農研 セ ン タ ー病害虫防除部 ウ イ ル ス 病診断
研室長) は 九州 農試企画連絡室研究交流第 1 科長に

( 1 月 1 日 付)
植松 勉氏 ( 草地試験場環境部作物病害研室長) は 農研

セ ン タ ー企画調整部業務第 1 科長に
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